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 何日か迷った末、結局買ってしまった。ちょうど５

年生の「もののとけ方」の学習中だったし、授業でも

役立ちそうだと思ったからだ。レジにお願いすると、

「奥から在庫を出します」というので、店の商品を見

ながら待っていた。すると、当然のように贈り物用の

包装になっていた。何か、申し訳ないと思った。 

 

 箱を開けると、緩衝剤に梱包された「テンポ・ドロ

ップ」が出てきた。底部が丸いので、立てて置くため

の木製の台座が入っている。簡単な説明書も入ってい

たので、まず読んでみた。 

 

 説明書によると、もともとは「ストーム・グラス」

という、天気予報用の器具とわかった。密閉されてい

るので、感知できる変化は気温だけだろう。 

 

 

 さっそく、自宅の机上に飾ってみた。運搬中に揺れ

たので、結晶は崩れている。しかし、なかなか美しい。

説明書通り、しばらく置いて観察してよう。（つづく） 


